
 

遊具が沢山な公園 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

広
い
世
代
が
利
用
で
き
る
遊
具
が
欲
し
い 

樹木エリアへ大人用遊具（健

康遊具等）を設置することは

考えられますが、プレーパー

ク活動の中で鉄棒を使用して

おり、調整が必要となります。 

・ 球技エリアと児童館の間にある

スペースに球技エリアに向けて

健康遊具の設置をしたらどうか。

（背伸ばしベンチなど） 

 

・ 「背伸ばしベンチ」は健康遊具に分類されるため、ベ

ンチの幅以外に安全領域の確保が必要となります。 

・ 児童館の敷地には公園施設を配置することができず、

児童館の敷地境界と現キャッチボールコーナーとの間

はスペースが足りず設置できません。 

・ 背伸ばしベンチは、周囲に健康器具が複数設置してあ

る場合や、運動機能（ランニングできる場所等）がある

場合に効果を発揮します。単体で設置した場合、期待

できる効果が少なくなります。 

× 

・ 一部インクルーシブ遊具とする。 

 

・ 再整備計画に基づき、ブランコ等の遊具をユニバーサ

ルデザインに対応した施設に更新します。 
〇 

・ ブランコをテントにできるなど

今ある遊具を生かす。 

・ ブランコテントの製品はありますが、大和公園が避難

場所としての位置づけがなく、防災訓練も近隣の小学

校で行っているため、使用する機会が想定されません。 

× 

複
合
遊
具
や
珍
し
い
遊
具
が
欲
し
い 

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
や
ペ
イ
ン
ト
が

あ
る
遊
具
が
欲
し
い 

  

 

 

 

 

 

 

 

・ 保育園・幼稚園・小学生アンケートで人気の高い複合

遊具を設置することを想定しています。 

・ 小学生だけでなく、幼児も使用できる複合遊具を設置

することを想定しています。 

・ 複合遊具、アスレチック遊具を設置した場合、安全領

域を含めスペースが足りないため、他の公園施設を移

設する等対応が必要となります。 

〇 



バリアフリーに配慮した公園 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

一
人
用
の
い

す
が
欲
し
い 

 

・ 親子で座れないため、手すりで仕

切られたベンチはやめて欲しい。 

・ 縁台など一人用でなくみんなで

使える椅子が良い。 

・ 縁台の設置は可能です。 

〇 

安心・安全な公園 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

砂
塵
対
策
を 

し
て
欲
し
い 

  ・ 砂埃がたちにくい素材のダスト舗装を施工します。 

〇 

や
わ
ら
か
い
舗
装
が
欲
し
い 

 

・ 地面ではなくクッション素材の

ような遊びスペース（遊具の下な

ど転倒時にけがをしないような

やわらかいもの）が欲しい。 

・ 遊具の下部に安全対策としてゴムチップ舗装を敷設し

ます。 
〇 

・ 人工芝の設置。膝の負担、転倒し

た際の安全対策） 

・ 人工芝は夏場熱くなる、自然的要

素が失われる等のデメリットも

ある。 

・ 公園として人工的なもので覆わ

・ ご意見でも頂いておりますが、公園としての自然的要

素が失われてしまいます。 

・ 人工芝の繊維は、熱を吸収し、保存する性質があるた

め、夏季は人工芝の表面温度が高くなってしまいます。

製品として、温度が上がらない素材のものもあります

が、いずれにしても、子どもが裸足で人工芝の上で歩

 

 

〇 

 

 

つづく 



れることは望ましくない。 く場合は注意が必要です。 

・ 火に当たると溶けてしまったり、燃え広がったりする

可能性があるので、タバコのポイ捨てなどに関して注

意が必要です。 

・ 人工芝の上は車椅子での走行が難しいです。 

・ 紫外線による劣化が避けられず、5 年～10 年で交換が

必要となるといわれています。 

・ 上記のことを勘案すると、全面の人工芝の設置は難し

いですが一部なら対応可能かと思われます。 

前ページつづき 

 

 

 

〇 

球技ができる公園 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

ボ
ー
ル
壁
当
て
が
欲
し
い 

ボールがネットや壁等に当た

ると音が出て周辺への迷惑と

なることが懸念されるため、

ルールづくりや周辺住宅との

合意形成が必要となります。 

・ 音の出ない壁当ての設置はでき

ないか。 

・ 音の出ない壁。(ゴム・クッショ

ン) 

・ 現状維持。（現在もコンクリート

の壁がある） 

・ 音の出ないボールを用意。 

・ 遊具メーカー数社に問い合わせたところ、表面をやわ

らかい舗装にした場合、ボールの跳ね返り力が減少し、

壁打ちとしての機能がそがれるため。製品はないとい

う回答でした。また、現在ある製品の中ではコンクリ

ート壁が一番音出ないとの事でした。 

・ 現段階では、コンクリート壁の壁打ち施設の設置は可

能です。今後の周辺住民との調整により、設置できな

くなる可能性があります。 

△ 

近隣住民のアンケ

ート結果により設

置判断をします。 

・ フェンスを高くしてみては、川方

面にボールが出ない対策をして

欲しい。（子どもがボールを取り

に川に降りていくことがある） 

・ 現在の南西角の様に既存のコンクリート柱部に笠増し

することは対応可能です。 

・ 「川に落ちたボールは拾わない」などの注意書きの設

置は対応可能です。 

〇 



サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー

ル
が
欲
し
い 

・ 壁に的を描いてゴールとかにす

る。 

・ サッカーゴールは目印など工夫

する。 

・ 壁に的など目印を書く対応は可能です。 

・ 今後の周辺住民との調整により、設置できなくなる可

能性があります。 

 

△ 

近隣住民のアンケ

ート結果により設

置判断をします。 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
が
欲
し
い 

・ 上高田台の取組を参考にしてみ

ては 

・ 上高田台公園のバスケットゴール設置は周辺の地域の

方から欲しいという意見が多く挙げられ設置したよう

です。 

・ 今後の周辺住民との調整により、設置できなくなる可

能性があります。 

△ 

近隣住民のアンケ

ート結果により設

置判断をします。 

地域の居場所となる公園 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

自
分
た
ち
で
自
由

に
使
用
で
き
る
広

場
が
欲
し
い 

  ・ 水景施設をドライ池とした場合、水を使用しない期間

は、広場として利用できます。 

〇 

色
々
な
世
代
と
の
出
会

い
の
場
が
欲
し
い 

 ・ 広い世代が憩えるベンチ（例：二

畳サイズ） 

 

 

・縁台の設置は可能です。 

〇 



幼
児
な
ど
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
横
に
な

れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い 

芝生や雑草の舗装は、維持管

理（刈り込み、捕植、肥料、養

生など）が必要となります。 

・ 子どもが転んだ時のクッション

性（遊具エリア） 

・ （芝生舗装）雑草の許容で手入れ

を最小限に（スペース確保） 

・ 人工芝は熱くなり、虫が来なくな

る、また自然要素がなくなる（美

鳩小） 

・ 人工芝の設置は難しいか 

「安心安全な公園」のやわらかい舗装内容と同様 

〇 

水辺空間のある公園 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

子
ど
も
は
触
れ
て
大
人

は
眺
め
て
楽
し
め
る
水

辺
空
間
が
欲
し
い 

  

 

 

 

 

 

・ ドライ池の設置、可能であればせせらぎの配置も行い

ます。 

 
〇 

季
節
や
幼
児
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
水
と
触
れ
合
え
る

環
境
が
欲
し
い 

  

 

 

 

 

 

 

・ ドライ池の設置、可能であればせせらぎの配置も行い

ます。 

〇 



 

水
の
流
れ
が
あ
る
水
景
施
設

（

 

せ
せ
ら
ぎ
や
川 

）
が
欲
し
い 

馬橋公園のせせらぎは、公園

の規模の差（大和公園の約６

倍の広さ）や高低差があり、

整備の条件が異なります。 

キャッチボールコーナーを大

幅に縮小した場合、長さが短

いせせらぎの設置は不可能で

はない等の検討を行いました

が、 

キャッチボールコーナー利用

者との合意形成が必要となり

ます。 

・じゃぶじゃぶ池は個人的に子ども

が泳げるプールが良いので今のま

まが良い（使用しないときは魚つか

みなどで…） 

・ドライ池から 2ｍくらいのせせらぎ

が作れないか 

・馬橋公園ほどでなくても、小規模で

魅力のある公園のせせらぎの事例

を探してみる。日本全国探せばきっ

とあるはず。 

・ドライ池の排水が一部せせらぎと

なって川に流れ込むようにしては

どうか 

・2～3ｍのせせらぎのような場所が

できないか 

・5㎝でも良いから水がたまる方が良

い 

・プールだとフリーアクセスできな

いからドライ池の方が良い 

・ せせらぎは、横幅は大人が跨げる程度、水深は 1～2㎝、

勾配は緩く設定することで設置は不可能ではないこと

を確認しました。 

・ 大和公園の規模の場合、開けたスペースの確保が難し

い点、地面の起伏がない点より、勾配を付け、水を盛大

に流すことはできませんが、ドライ池に数センチ溜ま

った水があふれ、水がしみ出しているという見た目の

流れを設置することは可能です。 

・ 全体の設置費用等によっては、設置できない可能性も

あります。 〇 

みんな快適に利用できる公園 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

防
犯
、
マ
ナ

ー
違
反
対
策

を
し
た
い 

 ・ ゴミ拾いをしやすく、捨てにくい

景観づくり 

・樹木の伐採（高木や大木は残す）を行い、見通しの確保、

死角となる部分を減らします。 
〇 



自然環境が豊かな公園 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

泥

（

 

土 

）
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い 

泥遊び場は、維持管理（使用

した後の手入れや泥の補充な

ど）への対応が必要となりま

す。 

・ （土とかに）川のようなものをつ

くって遊べる場所にする。水を流

して遊べるスペース 

・ 泥遊びは子ども達の発達に大切

だということを理解して欲しい 

・ 泥場を作って欲しい。砂場と同じ

ような管理をすれば可能。 

・ 砂場のように使用しないときは

ブルーシートを設置する等、砂場

同様の管理はできないか 

・ 泥場の管理は運営委員会が行う 

・ 事例収集を行った結果、他の公園では、泥場としての

施設は設置せず、プレーパークを行っている団体が決

めた場所に水を流すことで、地面を泥状にして泥遊び

を行っていました。常設ではないプレーパークの場合

は、利用時間後に、現状復帰を行う等の維持管理を行

っているようです。 

・ 幼稚園、保育園では現在ある砂場に水を流し、泥遊び

をしているようでした。 

・ 泥場を常設し、無人状態で自由に利用可能な状態にし

ておくことはできませんが、今後管理者が現れた場合、

泥場として利用できるよう、現段階では砂場として場

所を確保しておくことも対応として考えられます。 

△ 

維持管理者が現れ

た場合、泥場とし

ての利用判断を行

います。 

木
登
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
高
台
、

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
、
上
空
に
登
れ
る
施
設
が
欲

し
い 

利用者の危険を回避するた

め、利用時には管理者が常駐

する必要があります。また、

利用外は、いたずらされない

ように閉鎖管理（利用時間外

は、鍵をかけて公園利用を制

限）することとなります。自

由に利用できる公園利用を阻

害することとなります。 

・ 木登り、ジップラインは管理者が

必要のためプレーパークで行う 

・ 木登りはプレーパークで対応し

ている。 

・ 木登り時間帯を決めて、有志の団

体が企画してその時間帯のみ可

能としては。 

 

・ 木登り、ジップラインは安全のため、管理者が必要と

なります。現在、木登りはプレーパークで対応して頂

いているため、今回新しく施設の設置は行わないこと

とします。 

× 



樹
木
エ
リ
ア

は
壊
さ
な
い

で
欲
し
い 

 ・樹木エリアは現状維持ということ

は賛成 

 

 

・ 樹木エリアは維持します。 

※擁壁改修に伴い工事を行う際に、根が擁壁に接して

いる樹等は、やむを得ず伐採する可能性があります。 

 

〇 

井
戸
を
設
置

し
た
い 

水質が衛生面で適さないこと

が多く、年１回の水質検査や

日常的な点検が必要となりま

す。 

・水質が衛生面で適さない場合不安

要素はある 

・子どもでは水遊び中に水を飲んでしまうことも多く、水

質に不安があり安全性を考え井戸の設置は行わないこ

ととします。 
× 

音楽が楽しめる公園 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

楽
器
の
音
を
地
域

で
許
容
し
た
い 

音が出て周辺への迷惑となる

ことが懸念され、ルールづく

りや周辺住宅との合意形成が

必要となります。 

・小さな音の楽器は現状でも OK なの

でそういう楽器の講習会を行い、地

域の人に許してもらう 

・ 常識の範囲内の音に対しての規制は行いませんが、近

隣住民の方、他の公園利用者の方のご迷惑とならない

範囲とします。 〇 

・河原に降りられるようにして、楽器

や踊りの練習ができるようにする 

・ 公園外の改修は今回の改修の対象となりません。 

子どもの遊び声を地域で許容する公園 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

子
ど
も
が
声
を
上

げ
て
は
し
ゃ
げ
る

公
園
が
い
い 

 

 

 

 

 

 

 

・ 現状通り、子どもの声に対しての規制は行いません。 

・ 近隣住民の方、他の公園利用者の方のご迷惑とならな

い範囲とします。 

 

〇 



 

 

 

イベントが充実している公園 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
し
た
い 

公園の占用（使用）許可申請

を提出していただき、一定の

ルールに従ってイベントを開

催することは可能です。 

・防災訓練を兼ねた機能的なベンチ ・ 大和公園が避難場所としての位置づけがなく、防災訓

練は近隣の小学校で行っているため、使用する機会が

想定されません。 × 

その他 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

対応方針 
今回のプランでの 

施設配置の可否 

調
理
場
、
焚
火
体
験
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
の

定
期
的
な
使
用
を
し
た
い 

公園内で火気を使用すること

は、火災の危険性が高くなり

ます。（東京都の地域危険度で

大和町２丁目は、総合危険度

ランクが４、火災危険度ラン

クが４（ランク１～５で数値

の大きい方が危険性が高い）） 

・火事の危険性があり、近隣住民的に

不安のため、火気の使用はやめて欲

しい。 

・常設はしない、常に使えるようには

しない。 

・イベント時のみなら可能にして欲

しい。 

・かまどベンチ等常設はしなくとも、

イベントのひとつとして管理の元、

火おこしはやりたい。 

・火事の危険性があるため、火気の使用は行わないことと

します。 

× 



地域主体で維持管理や運営する場合、実現可能な項目 

現段階で地域主体の維持管理や運営の体制が整っていないため、今後維持管理や運営等の体制整った際に検討していただきます。 

理
想
の 

将
来
像 

実現するための課題、条件等 

左の課題、条件等を 

解決するための方策 

（第 2回 WS にて頂いたご意見） 

管理者の必要な対応 

一
人
用
の
い

す
が
欲
し
い 

 ・移動できる椅子をいくつか設置片づける場所を決め

る。 

 

 

・ 移動ができるものは盗難やいたずら等の可能性があり、対

応が必要となります。 

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル

が
欲
し
い 

ボールがネットや壁等に当た

ると音が出て周辺への迷惑と

なることが懸念されるため、

ルールづくりや周辺住宅との

合意形成が必要となります 

・ ボールがネットに当たる分には音が出ないのでは

今のフェンスに当たる方が、音が出る。壁は無くて

良い。 

・ ネットの設置は、維持管理を定期的に行う必要がありま

す。 

幼
児
な
ど
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

横
に
な
れ
る
ス
ペ
ー
ス

が
欲
し
い 

芝生や雑草の舗装は、維持管

理（刈り込み、捕植、肥料、養

生など）が必要となります。 

・ 人工芝、ゴザなど全天候性のものを選ぶ。なければ

共同開発する。 

 

 

 

 

・ ゴザの運用などは備品の維持や貸し出し等、対応が必要と

なります。 

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
ス
テ
ー
ジ
等

の
設
置
を
し
た
い 

常にイベント等を開催できる

状況にすると周辺住民との合

意形成が必要となります。 

・ステージは低い朝礼台にし、移動でき普段はしまって

おけるようにする。管理は運営委員会で行う 

・ 移動ができるものは盗難やいたずら等の可能性があり、対

応が必要となります。 



 

※施設の設置には様々な条件があり、最終的な設置の可否は実施設計の中で区が判断します。 

※音が出る施設の設置については、周辺住民にアンケートを実施しご意見を頂きます。 

 

子
ど
も
の
遊
び
声
を
許

容
す
る
プ
ラ
カ
ー
ド
を

設
置
し
た
い 

看板の設置は、公園の利用ル

ールに限定しており、周辺住

宅との合意形成が必要となり

ます。 

・公園運営委員会が色々担う（子どもの遊び声を OK に

という看板設置） 

・子どもの団体、NPO や学校 PTA に協力をお願いする

（呼びかけの看板を設置させてもらう） 

 

 

・看板の新設は、ＮＰＯ団体等の協力や地域主体で維持管理、

や運営をする必要があります。 

自
由
に
草
花
を

摘
ん
で
遊
べ
る

空
間
が
欲
し
い 

草花摘みや花壇、畑は、維持

管理（日常的な手入れ、種蒔

きや苗植え、肥料など）への

対応が必要となります。 

 

 

・芝生、雑草は管理が大変だが子どもには必要なものな

ので、町会など地域と連携して維持できないか。 

・草花花壇の維持管理は運営委員会が担う 

 

 

 

 

 

 

 

・現状の花壇は維持します。 

・花壇や畑の新設は地域主体での維持管理や運営が必要とな

ります。 

 

 

 

 

 

 

み
ん
な
が
育

て
る
花
壇
や

畑
が
欲
し
い 

植
生
物
の

観
察
を
し

た
い 


